
協会けんぽ宮城支部による
健康経営の取組

令和5年8月1日（火）
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健康保険組合
1,388組合 2,868万人
（令和3年3月末現在）

全国健康保険協会
（協会けんぽ）

3,944万人（令和5年3月末現在）

47広域連合
1,815万人
（令和3年9月
末現在）

国民健康保険
1,716市町村 2,619万人
162国保組合 271万人
（令和3年3月末現在）

共済
組合
85組合
858万人

（令和2年3月
末現在）

◆ 健康保険法（大正11年法律第70号）に基づき、2008年（平成20年）10月1日に設立された被用者保険の一つ
◆ 国民の約3.2人に1人が加入する日本最大の医療保険者
◆ 加入事業所数は約256万事業所あり、加入者数は約3,944万人（令和5年3月末時点）
◆ 健康保険組合に加入しない中小企業・小規模企業等であり、約8割が従業員9人以下の事業所
◆ 全国47都道府県に支部があり、事業主や被保険者等の意見に基づく自主自立の運営

約234万
事業所

加入事業所の約8割が
従業員9人以下

100～999人
1.3％

1000人以上
0.04％

2人以下
54.6％

3～4人
14.8％

5～9人
14.4％

10～29人
11.1％

30～99人
3.9％

＜＜宮城支部＞＞令和5年3月現在

【加入事業所数】43,251事業所
【加入者数】697,498人(被保険者:440,756人 被扶養者:256,742人)

約256万
事業所
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北海道 10.29 石川県 9.66 岡山県 10.07 

青森県 9.79 福井県 9.91 広島県 9.92 

岩手県 9.77 山梨県 9.67 山口県 9.96 

宮城県 10.05 長野県 9.49 徳島県 10.25 

秋田県 9.86 岐阜県 9.80 香川県 10.23 

山形県 9.98 静岡県 9.75 愛媛県 10.01 

福島県 9.53 愛知県 10.01 高知県 10.10 

茨城県 9.73 三重県 9.81 福岡県 10.36 

栃木県 9.96 滋賀県 9.73 佐賀県 10.51 

群馬県 9.76 京都府 10.09 長崎県 10.21 

埼玉県 9.82 大阪府 10.29 熊本県 10.32 

千葉県 9.87 兵庫県 10.17 大分県 10.20 

東京都 10.00 奈良県 10.14 宮崎県 9.76 

神奈川県 10.02 和歌山県 9.94 鹿児島県 10.26 

新潟県 9.33 鳥取県 9.82 沖縄県 9.89 

富山県 9.57 島根県 10.26 ※ 全国平均では10.00％

⚫ 協会けんぽでは、年齢構成や所得の調整を行った後の「医療費の地域差」を反映した都道府県単位保
険料率を設定。

⚫ 全国平均は10.00％であり、最高は佐賀県の10.51％、最低は新潟県の9.33％である。
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令和5年度の都道府県単位健康保険料率



全国と宮城支部の健康保険料率の推移
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近年、医療費（１人当たり保険給付費）の伸びが賃金（１人当たり標準報酬）の伸びを上回り、協会けんぽの

保険財政は赤字構造
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協会けんぽの保険財政の傾向



協会けんぽの一人当たり医療費（直近3年度分）

5
出所：令和３年度 加入者医療費情報



一人当たり入院医療費の全国平均からの乖離（令和3年度）
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一人当たり入院医療費を疾病別に分類し、全国平均と比較したところ、新生物＜腫瘍＞（がんや悪性リ
ンパ腫等）及び循環器系疾患（脳血管疾患、心疾患等）が全国平均を大きく上回っていた。
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一人当たり入院医療費の全国平均からの乖離（令和3年度）



生活習慣病リスク保有者割合（令和３年度）

【宮城支部：男性】 【宮城支部：女性】

【生活習慣病リスクの判定基準】
・メタボリックリスク：腹囲リスク該当かつ血圧、代謝、脂質のうち2つ以上のリスクに該当する者 ・メタボリックリスク予備群：腹囲リスク該当かつ血圧、代謝、脂質のうち1つのリスクに該当する者
・腹囲リスク：男性85cm以上、女性90cm以上・血圧リスク：収縮期130mmHg以上又は拡張期85mmHg以上又は服薬
・代謝リスク：空腹時血糖110mg/dl以上又はHbA1C6.0%以上又は服薬・脂質リスク：中性脂肪150mg/dl以上又はHDLコレステロール40mg/dl未満又は服薬

男性 女性

宮城支部 全国 宮城支部 全国

メタボリックリスク 27.8％ 24.0％ 7.4％ 6.1％

メタボリックリスク予備群 46.0％ 42.4％ 14.3％ 12.4％

腹囲リスク 53.2％ 51.5％ 17.9％ 16.2％

血圧リスク 61.9％ 54.9％ 42.2％ 36.4％

代謝リスク 25.7％ 23.0％ 12.6％ 11.5％

脂質リスク 40.2％ 36.8％ 20.8％ 18.9％

喫煙者の割合 45.5％ 40.2％ 16.7％ 15.1％
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出所：令和３年度 支部別スコアリングレポート

【全国平均との比較】



健康経営とは

「健康経営®」※とは「従業員の健康保持増進が企業の生産性や収益性の向上につながるという考え方に立って経営

的な視点から、従業員の健康管理を戦略的に実践すること」とされている。

※健康経営®はNPO法人健康経営研究会の登録商標です。

生活習慣病等の疾病リスクが増加し、また体調不良による労働生産性の低下も懸念されてい
ます。こうした中、事業所全体で「健康経営」に取り組み、従業員の健康保持・増進を図ることが
今まで以上に求められています。また、「健康経営」に取り組むことで、事業所にも様々な効果が
生まれます。
協会けんぽでは、事業主の皆さまに「健康経営」に取り組むことを宣言していただき、事業所と協
会けんぽが連携して、職場の健康課題の解決に取り組む「職場健康づくり宣言」を積極的に推進
しています。
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○事業目的

健康宣言は、事業所全体で健康づくりに取り組むことを事業主に宣言いただき、
その宣言内容に応じた取組みを協会がサポート・フォローアップする仕組みとなってお
り、協会と事業主とが協働・連携（コラボヘルス）することによって、加入者の健康
の保持増進を図っていく。

職場健康づくり宣言とは

協会けんぽ宮城支部では、「健康経営」の普及促進に向けて、「職場健康づくり
宣言」を平成28年9月より開始。

事業主の皆さまに職場の健康づくりに取り組むことを宣言していただくとともに、職
場で周知していただき、事業所と協会けんぽが連携して、職場の健康課題の解決
等に取り組む。

○概要
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■宣言事業所数は年々増加■

健康宣言の状況

○宣言事業所数

令和5年6月末日時点で2,401事業所が宣言（宣言事業所の被保険者数:約13万人）
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12

「職場健康づくり宣言」の登録基準

①健康づくり宣言を社内外へ発信します

⑤検査・治療の推進をします

⑥事業所独自の健康づくりに取り組みます

②社内に健康づくり担当者を設置します

▶人事異動などがあった場合でも後任の方への交代手続きを行い、健康づくり担当者不在の状態が無いようにする など

③健診受診率80％以上を目指す

▶従業員全員の健診日の確保、予約の取りまとめ、実施状況の把握、健診の受診時間の出勤認定 など

④特定保健指導実施率50％以上を目指します

▶健診当日、特定保健指導の対象となり、健診機関のスタッフより特定保健指導のご案内があった際、利用いただくよう従業員へ声がけ

▶健診当日に特定保健指導を実施した場合の勤務時間（帰社時間等）への配慮

▶健診当日に特定保健指導を実施しなかった場合、職場での特定保健指導実施への協力（参加へのお声がけ、会場・スケジュールの確保） など

▶従業員から「協会けんぽから医療機関受診を勧める手紙が届いた」とのお問い合わせがあった際は、医療機関への受診を勧める

▶健診結果から血圧、血糖値が高いことが確認できた場合は、協会けんぽからのお知らせを待たずに、医療機関への受診を促す など

▶次頁参照

▶「職場健康づくり宣言」認定証の社内への掲示、自社ホームページや協会けんぽホームページへの掲載 など
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事業所独自の健康づくり（オリジナルプラン）の宣言項目（令和5年3月末時点）

「脱メタボ・高血圧対策1～11」から2つ、「その他の12～32」から1つの、 最低3つ以上取組むことが必須

大区分
宣言
番号

中区分
宣言
件数

宣言項目 (太字はトップ5)

脱メタボ

1

食事

1471 社内で栄養、食生活、食品等に関する情報提供と改善に取り組みます

2 303 社内で適正な飲酒量についての情報提供を行います

3 119 社内で塩エコ（減塩）を推進します

4

運動

526 仕事の中に運動を取り入れます

5 223 歩く習慣づくりを推進をします

6 197 社内で積極的に運動する機会をつくります

タバコ
7

タバコ
215 社内で喫煙の健康影響に関する知識の普及や意識付けを行います

8 90 社員に対する禁煙支援を行います

受動喫煙防止

9

受動喫煙防止の促進

866 社内での分煙など禁煙環境を広げます

10 602 建物内禁煙を実施します

11 103 敷地内禁煙を実施します

がん対策

12
がん検診

338 社内でがん検診受診を促進します

13 101 社内で精密検査の受診を勧奨します

14
がん患者の就労支援

22 社内でがん予防やがん相談窓口などの情報を提供します

15 41 社員が働き続けるうえで望ましい勤務体制を整えます 13



事業所独自の健康づくり（オリジナルプラン）の宣言項目（令和5年3月末時点）

大区分 宣言番号 中区分 宣言数 宣言項目 (太字はトップ5)

心の健康

16 情報の発信 49
社内でラインケア・セルフケアに関する教育研修・知識習得の機会を提供しま
す

17 職場環境や相談窓口の充
実化

171 社内のコミュニケーションをスキルアップします

18 143 社内で相談等を受けることができる制度や体制を整えます

19 休職者の再就労支援 40 社員が働き続けるうえで望ましい勤務体制を整えます

歯の健康

20

歯と口腔の健康づくり

17
社内で歯と口腔の健康と機能の保持増進を図るために定期的に情報提供を
行います

21 64 社内で歯磨きを奨励します

22 17 社内で歯科健康診断の機会を年に１回以上作る、又は、推奨します

感染症予防

23 知識の普及と情報の提供 176 正しい知識の普及と従業員の健康状態を把握します

24
職場環境の整備

1127 社内で感染予防対策を徹底します

25 76 社内で感染者が発見された場合の対応手順を策定します

健康課題の
把握と情報
提供

26

社員の健康課題の把握

834 定期健診受診率１００％を達成します

27 106 社員の健康状態を把握し、健康づくりに向けた情報提供や指導を行います

28 207
社内に体重計、血圧計などを設置して、健康状態がわかるような取り組みを
します

29 24 家庭での健康づくりも奨励します

30 健康づくり情報の提供 117 社内で協会けんぽの健康づくり事業を積極的に展開します

その他
31 健診データの提供 114 協会けんぽの求めに応じて社員の健診データを提供します

32 独自のインセンティブ 6
社員に健康づくりの取り組み状況に応じた健康ポイントなどインセンティブを付
与します 14



宣言後の事業所へのサポートフロー

宣言登録（n月）

（n月）職場健康づくり宣言認定証の発行
・事業所カルテの提供

（随時）
・健康づくり好事例集の提供
・広報誌やポスター等の提供
・健康経営優良法人認定の案内
・健康出前講座の案内
・健康経営優良法人認定に向けた訪問サポートの案内
・職場でできる運動コンテンツの案内 など

（n+12月）宣言1年後サポート
・チェックシートの提供、回答
・事業所カルテの提供

（n+24月）宣言2年後サポート
→1年後のサポートを毎年継続

15

職場健康づくり宣言に登録いただいた事業所様に様々なサポートを無料で実施しています。
また、1年に1回チェックシートを送付していますので、取組状況を振り返ることができます。
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宣言1年後の取組みの達成状況の確認及びサポート

達
成
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認
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入
）
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「チェックシート」により登録基準とオリジナルプランの振り返りができます。取組みができていなかったり、不十分だった
項目を見える化することで、効率的に改善を行い、事業所全体の健康づくりを進めていくことができます。
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宣言1年後の取組みの達成状況の確認及びサポート

事業所カルテの提供

事業所カルテは、事業所単位での健診・保健指導の実施率や、健診結果及び加入者の日常の食生活や生活習
慣について、数値やグラフ、レーダーチャート等で見える化した資料です。健診・保健指導の実施状況や、健康状態の
現状（特徴）を把握し、従業員の健康づくりに取組む際の参考としてご活用いただいています。

【従業員の生活習慣】

運動、食事、飲酒、睡眠などの生活習
慣の状況を宮城県平均、同業種平均と
比較

【従業員の健診結果】

血圧、血糖、脂質、腹囲、メタボ該当、喫
煙の状況を宮城県平均、同業種平均と
比較

※対象被保険者数が10名未満等の理由で「事業所カルテ」が作成できない事業所様には、県平均や業種平均がわかる「健康度カルテ」を同封しています。
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健康づくり好事例集

健康経営に熱心な事業所様の健康づくりに関する取り組みを好事例集としてまとめた「健康づくり好事例集」を
定期的に提供しています。健康づくりにどのように取り組めばよいのかお悩みの事業所様、今後さらに健康づくり
の取り組みを推進したいとお考えの事業所様にご活用いただいています。

協会けんぽ宮城支部ＨＰに好事例を掲載

①株式会社 東海日動パートナーズ東北（損害保険代理業）

定期健診受診率100%達成に向けて、がん検診の受診を費用面で援助

②株式会社 仙水フーズ（製造業）

健康診断後の特定保健指導でメタボリスクを軽減、インフルエンザワクチン接種

③山田運送 株式会社（運輸業）

健康診断結果から、的確なアドバイスを実施、社内にトレーニングルーム併設

④株式会社ミヤックス（卸売業）

健康診断結果から「将来の発症リスク見える化」、仕事しながらエクササイズ！（昇降式デスク導入）

⑤株式会社 TAC（保険代理店）

毎朝の体操で体を動かす習慣づくり、心の健康づくり計画策定

⑥株式会社 阿部和工務店（建設業）

業務中の階段利用促進で“歩く”を強化、安全衛生推進大会での健康講話

⑦宮崎工業 株式会社（製造業）

2019年度就業時間完全禁煙に向けて計画策定中、ルルブル運動による啓発・総合型地域スポーツクラブ紹介

⑧一般社団法人 宮城県自動車協会（ナンバーの交付、封印取付、各種印紙売捌き他）

メンタルヘルス不調者のための外部相談窓口の設置、職場健康づくり宣言により多様な働き方の実現を目指す

⑨銅谷建設 株式会社（建設業）

ストレスチェックの実施、血圧計の設置

「職場健康づくり宣言」事業所通信第7号
(令和4年度作成)

①社会福祉法人 ありのまま舎(障がい福祉サービス業)

業務の改善とチームワークで健康的な職場づくり

②株式会社 東京海上日動パートナーズ東北(損害保険代理店)

健康づくり意識とワーク・エンゲージメント

③株式会社 登米ブラス(機械部品製造業)

女性の労働環境改善から「健康経営」を推進

④ナカリ 株式会社(米穀卸売業)

健康経営から生まれる社員同士の良好なコミュニケーション

⑤株式会社 ミヤックス(オフィス用品・教育遊具施工業)

自社の特性を健康づくりの意識向上に生かして

18
職場健康づくり宣言 好事例集

(令和元年度作成)



出前健康づくり講座

職場健康づくり宣言事業所に対するフォローアップの強化を図るため、専門のスタッフ（保健師、管理栄養士、
運動指導士）を宣言事業所に派遣（オンラインも可）する健康づくり出前講座を無料で行っています。また、
宮城産業保健総合支援センターで実施しているメンタルヘルス教育のご案内も行っています。

19

食事セミナー：
・①コンビニ活用術＆外食コントロール術
・②食生活と健康について
・③あなたの食生活は大丈夫ですか？

運動セミナー：
・①腰痛・肩こり予防
・②お腹引き締めエクササイズ
・③認知症予防トレーニング
・④心と体のリフレッシュ（マッサージや呼吸法）

その他セミナー：
・①心の元気・健康を保つために（メンタルヘルスセルフケア）

・②健診結果を活かして生活習慣病予防（健診結果の見方）
・③知っておきたいタバコと健康

若年労働者向けメンタルヘルス教育：セルフケアを中心とした内容

で、新入職員又は20代の若年労働者に向けの研修です。

管理監督者向けメンタルヘルス教育：ラインケアが主な内容で、

ストレスチェックの活かし方も含めた管理監督者向けの研修です。

宮城県成人病予防協会（協会けんぽ宮城支部委託）

宮城産業保健総合支援センター

案内チラシイメージ



健康経営優良法人認定にチャレンジ

「健康」で御社の企業イメージを高めるチャンスです

従業員の健康づくりに積極的に取組む優良な法人を、経済産業省、日本健康会議※が顕彰する制度です。

従業員や求職者、関係企業や金融機関などから「従業員の健康管理を経営的な視点で考え、戦略的に取組んでいる法人」として社会的

に評価を受けることができる環境を整備することを目的としています。

協会けんぽ宮城支部加入の事業所からは2021年に157社、2022年に249社、2023年に334社が認定されています。

また、健康経営優良法人2022(中小規模法人部門)の認定より、「健康経営優良法人の中でも優れた企業」かつ「地域において、健康

経営の発信を行っている企業」として優良な上位500法人に対して、新たに「ブライト500」の冠を付加して表彰することとなり、宮城支部から

は2023年に11社が認定されました。

※日本健康会議は、行政(経済産業省、厚生労働省、自治体)と民間組織(経済団体、医療保険者、医療団体等) が連携し、健康寿命延伸や適性な医療の実現を目的とした活動体です。

※同認定は2017年からはじまりました。

▼対象法人

▼健康経営優良法人とは

業種

ブライト500・中小規模法人部門（①又は②）

ホワイト500・
大規模
法人部門

①資本金の額又は
出資の総額

②常時使用する
従業員の数

①製造業、その他
（②～④を除く）

3億円以下 300人以下 301人以上

②卸売業 1億円以下 100人以下 101人以上

③サービス業 5千万円以下 100人以下 101人以上

④小売業 5千万円以下 50人以下 51人以上

▼申請の流れ

ブライト500・
中小規模法人部門

ホワイト500・
大規模法人部門

協会けんぽ宮城支部が実施して
いる「職場健康づくり宣言」に

エントリー
（既にエントリー済みは場合は省略可）

申請書をポータルサイトより
ダウンロードし、取組状況を
入力のうえアップロード

日本健康会議による審査・認定

ポータルサイトより調査票をダウン
ロードし、取組状況を入力のうえ

アップロード

20

※健康経営優良法人2023
20



健康経営優良法人認定にチャレンジ

21

21

健康経営優良法人2023（中小規模法人部門）認定要件
大項目 中項目 小項目 評価項目 認定要件

１．経営理念（経営者の自覚） 健康宣言の社内外への発信及び経営者自身の健診受診 必須

２．組織体制
健康づくり担当者の設置 必須

（求めに応じて）40歳以上の従業員の健診データの提供 必須

３
・
制
度
・
施
策
実
行

（1）従業員の健康課題の
把握と必要な対策の検討

健康課題に基づいた
具体的な目標の設定

健康経営の具体的な推進計画 必須

健康課題の把握

①定期健診受診率（実質100％） 左記①～
③のうち
２項目以

上

ブ
ラ
イ
ト

は
左
記
①
～
⑮
の
う
ち
１
３
項
目
以
上

②受診勧奨の取り組み

③50人未満の事業場におけるストレスチェックの実施

（２）健康経営の実践に向け
た土台づくり

ヘルスリテラシーの向上 ④管理職又は従業員に対する教育機会の設定

左記④～
⑦のうち
１項目以

上

ワークライフバランスの
推進

⑤適切な働き方の実現に向けた取り組み

職場の活性化 ⑥コミュニケーションの促進に向けた取り組み

病気の治療と仕事の
両立支援

⑦私病等に関する両立支援の取り組み（⑬以外）

（3）従業員の心と身体の健康
づくりに関する具体的対策

具体的な健康保持・増進
施策

⑧保健指導の実施または特定保健指導実施機会の提供に
関する取り組み

左記⑧～
⑮のうち
4項目以
上

⑨食生活の改善に向けた取り組み
⑩運動機会の増進に向けた取り組み
⑪女性の健康保持・増進に向けた取り組み
⑫長時間労働者への対応に関する取り組み

⑬メンタルヘルス不調者への対応に関する取り組み

感染症予防対策 ⑭感染症予防に関する取り組み

喫煙対策
⑮喫煙率低下に向けた取り組み
受動喫煙対策に関する取り組み 必須

４．評価・改善 健康経営の取り組みに対する評価・改善 必須

５．法令遵守・リスクマネジメント（自主申告） ※誓約書
参照

定期健診を実施していること、50人以上の事業場におい
てストレスチェックを実施していること、労働基準法ま
たは労働安全衛生法に係る違反により送検されていない
こと、等

必須



■経済産業省が顕彰する健康経営優良法人認定制度において、協会けんぽ宮城支部加入 事業所の認

定数も年々増加。

健康経営優良法人認定にチャレンジ
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健康経営優良法人認定にチャレンジ

▼ 健康経営優良法人2023認定 宮城県371社（うち、協会けんぽ334社）

1 特定非営利活動法人 自閉症ピアリンクセンター ここねっと

2 株式会社東京海上日動パートナーズ東北

3 東北黒沢建設工業株式会社

4 ハリウコミュニケーションズ株式会社

5 株式会社ミヤックス

6 三和工業株式会社

7 有限会社武山商運

8 宮城ヤンマー株式会社

9 株式会社介援隊

10 株式会社パートナーズ

11 白石ポリテックス工業株式会社

12 株式会社仙台にしむら

中小規模法人部門（ブライト500）50音順
12社（うち、協会けんぽ11社）

大規模法人部門 50音順 22社（うち、協会けんぽ8社）

中小規模法人部門（※ブライト500を除く）
337社（うち、協会けんぽ315社）

経済産業省HP参照

23

1 株式会社ＮＴＴ東日本－東北（ホワイト500）

2 社会福祉法人あおば厚生福祉会

3 社会福祉法人ありのまま舎

4 弘進ゴム株式会社

5 株式会社七十七銀行

6 株式会社仙台銘板

7 株式会社タイヤワールド館ベスト

8 テクノ・マインド株式会社

9 東北電力株式会社

10 東北労働金庫

11 株式会社ドコモＣＳ東北

12 ネッツトヨタ仙台株式会社

13 株式会社バイタルネット

14 株式会社パナソニック システムネットワークス開発研究所

15 日立Ａｓｔｅｍｏ仙台株式会社

16 株式会社日立ソリューションズ東日本

17 株式会社復建技術コンサルタント

18 みやぎ生活協同組合

19 一般財団法人杜の都産業保健会

20 宮城スバル自動車株式会社

21 社会福祉法人みんなの輪

22 株式会社ユアテック
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①プランＡ：健康経営優良法人認定サポート

「優良法人認定制度・認定までの全体的な

スケジュール・現状確認・申請方法」の説明

健康経営優良法人認定に向けた無料訪問サポート

職場健康づくり宣言事業所に対するフォローアップの強化を図るため「健康経営優良法人に向けた無料訪問
サポート事業」を実施。健康経営優良法人認定に向けた２種類のプランの訪問サポート（オンライン面談を
含む）を無償で行っています。

②プランＢ：健康経営ビギナーズサポート

「健康経営とは？・現状確認・健康課題に

対するアドバイス」の説明

24
案内チラシイメージ



職場でできる運動コンテンツの紹介

職場の健康づくりに対するフォローアップの強化を図るべく、運動啓発に向けたWebコンテンツの募集を行い、
令和5年度は「かんぽ生命の“ラジオ体操”」と「明治安田生命の“みんなの健活体操 with Ｊリーグ”」「あい
おいニッセイ同和損保の“ＡＤテレワーク体操”」を採用させていただき加入事業所様に無料の運動コンテンツ
（動画）を紹介しています。
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どの体操も場所を選
ばずに短時間で簡単
にできる上に、運動不
足解消等につながる
効果的な運動ですの
で、職場やご家庭で
活用できます。どなた
でも無料（通信費等
は除く）でアクセスで
きます。



受動喫煙防止宣言施設登録事業

県内の受動喫煙防止対策を促進するため、宮城県及び仙台市とともに「受動喫煙防止宣言施設登録事
業」を平成27年9月から実施しています。敷地内又は屋内の禁煙に、自主的かつ積極的に取り組む「受動
喫煙防止宣言施設」を募集し、宣言いただいた施設には登録書とステッカーを交付しています。

このほかにも、協会け
んぽ宮城支部では
「禁煙勧奨通知」や
「タバコに関するアン
ケート」などを行い、加
入者様及び加入事
業所様の受動喫煙
防止対策を推進
しています。

タバコに関する

アンケート（チラシ）
見本
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530事業所、973施設（R5.5月末）



ご清聴ありがとうございました


